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  (議長)

　本定例会が、吉田満前町長の４期16年にわたる最後の議会定例会となりまし

た。吉田前町長は、工藤議員の一般質問に対し「16年間町政のかじ取りをやら

せていただいたと感謝を述べつつ、次期町長に相当宿題は残していく。」と答弁

を締めくくった。12月21日からは新町長による町政運営が始まったが、前町長

の残した宿題や各種懸案事項が山積している中で、町の中心は町民であることを

忘れず、町民目線での公約実現を期待している。令和７年３月には議会定例会

が招集され、新年度予算を含む提出議案の審議が行われることとなる。新町長

の所信表明を伺いつつ、町民のための町政執行に注視していきたい。　

（岩谷　司）

はら あいなか の すけ

　「ふ」がむずかしかった。冬休みに友達とホテ
ルに泊まったのが楽しかった。マグロがおいしい
深浦町が好き！将来の夢はプロ野球選手！
好きな食べ物…すし、ラーメン、焼肉、イクラ、オクラ
嫌いな食べ物…かぼちゃ

修道小学校５年生　中原　愛之助さん
（北金ヶ沢書道教室）

深浦町公民館「食育講座」
「お菓子をつくって食べよう！」
　　　　　　　　　　　　　に伺いました。

　深浦町農村環境改善センターで12月25日（水）、公民館

の「食育講座」が開催されたので、取材でお邪魔しました。

参加したレッツ！ふかうら北児童クラブの小学４年生か

ら６年生の19人が、「ふかうら達人倶楽部」の大川　雅

さん（北金ヶ沢：調理師、NPO日本食育インストラクタ

ーなど）の指導のもと、皆で協力し合い、楽しみながら

「ブッセ」と「ミニマドレーヌ」を作りました。

　また、この日は、クリスマスということもあって、代

表で６年生のミニサンタさん達が、大戸瀬支所で生きが

い活動を行っていた

方々やクラブの下級

生に手作りお菓子を

プレゼントし、みん

なで、お菓子を美味

しくいただき、笑顔

で楽しい時間を過ご

していました。

みやび
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12 6
（金）

12 9
（月）

● 一般質問

12 7
（土）

12 8
（日）

● 休会

今　勝吉工藤博利 大髙恒藏

12 10
（火）

● 議案審議、採決

　第135回定例会は、12月６日から10日まで５日間の会期で開催しました。

　一般質問では３人の議員が登壇し、町政運営の課題を質しました。

　また、町長から補正予算や条例関係などの議案14件、報告１件が提出され、審議

の結果、すべて原案のとおり可決、承認しました。

　

深浦町議会第１３５回定例会

● 全議案一括上程
● 提案理由の説明

提案理由等の動画
が視聴できます。

議会録画配信
インターネット配信サービス
YouTube（ユーチューブ）で
録画配信しています。

各ページのＱＲコードから
アクセスできます。

YouTube「深浦町議会チャンネル」

ただ

◆議案第1号　一般会計補正予算　【歳出の主なもの】（万円未満切り捨て）

◆議案第２号から第５号まで　特別会計補正予算（万円未満切り捨て）

 一般管理費 650万円 3億9066万円 職員人件費

 ふるさと活性化推進事業費 307万円 1億6022万円 光ファイバー移設工事費

 社会福祉総務費 1073万円 5億2903万円 国保事業及び介護保険特別会計繰出金など

 心身障害者福祉費 1959万円 3億8535万円 介護給付費・訓練等給付費など

 子ども・子育て支援事業費 2166万円 3億374万円 認定こども園給付費負担金、保育所運営費

 環境衛生費 409万円 5240万円 海岸漂着船回収・運搬委託料など

 雪害対策費 509万円 1億7033万円 重機借上料など

 常備消防費 1263万円 4億5939万円 本部・深浦署・岩崎分署負担金

 農地農業用施設災害復旧費 5000万円 6億7248万円 令和4年・令和5年豪雨災害復旧業務委託料

項　　目 総　　額 補正の理由など補正額

会　計　区　分 補正額 総　　額 補正の理由など

 議案第2号　国民健康保険事業
 　　　　　（事業勘定） 231万円 11億4072万円 職員人件費など
 　　　　　（直診勘定） 255万円 3億2585万円 職員人件費

 議案第3号　後期高齢者医療 730万円 1億7054万円 広域連合負担金など

 議案第4号　介護保険 5315万円 17億2574万円 介護サービス給付費負担金など

 議案第5号　訪問看護ステーション 57万円 1777万円 職員人件費

令和４年・５年発生
 農地農業用施設災害復旧ほか
令和４年・５年発生
 農地農業用施設災害復旧ほか

1億6058万2千円を追加1億6058万2千円を追加

補正予算 令和６年度一般会計補正予算

歳入歳出予算それぞれ総額85億6828万7千円

　　　災害復旧費（農地農業用施設災害復旧）
　令和４年・令和５年豪雨災害に伴う補助災害復旧工事に附帯して必要となる災害
関連経費並びに新たに確認された被災箇所に対応する経費として、５０００万円を
増額。

　　　民生費（障害福祉サービス等、子どものための教育・保育給付）
　利用者の増加並びに保育士の処遇改善加算等に係る経費として、４０９５万円を
増額。

　　　衛生費・土木費（海岸漂着物対策・雪害対策）
　海岸漂着物の撤去に要する経費及び除雪重機借上台数の増に伴い、計９０８万３
千円を増額。
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　第135回定例会　審議議案と議員の賛否一覧表
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令和６年度 補正予算議案　※概要については、P5参照

条例に関する議案

その他の議案

その他

上程議案・概要・結果

〇は賛成、×は反対、欠は欠席、議長（斉藤登）は採決に加わら
ない。

議案第1号　一般会計補正予算(5回目)　 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第2号　国民健康保険事業特別会計補正予算(3回目) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第3号　後期高齢者医療特別会計補正予算(2回目) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第4号　介護保険特別会計補正予算(2回目) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第5号　訪問看護ステーション特別会計補正予算(2回目) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第6号　水道事業会計補正予算(2回目)　 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第7号　下水道事業会計補正予算(3回目) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第8号　行政手続における特定の個人を識別するための番
　号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条
　例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
デジタル庁が開発した自治体向け医療費助成分野等を対象とした情報
連携ネットワークに参加するため、個人番号（マイナンバー）を利用でき
る事務等を追加
　
 

議案第10号　職員の給与に関する条例の一部改正
人事院勧告及び青森県人事委員会勧告を踏まえ、青森県職員の給与改定　 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
にならい、職員の給料月額及び期末・勤勉手当の額を改正
 議案第11号　議会議員の期末手当支給条例の一部改正
人事院勧告及び青森県人事委員会勧告を踏まえ、議員の期末手当の支給　 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
割合を改正

議案第12号　学校給食共同調理場設置条例
「学校給食設置条例」の全部を改正し、いわさき小学校給食調理場を廃止　 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
するとともに、共同調理場の設置及び管理に必要な事項を定める。

議案第13号　町立公民館設置条例の一部改正
公民館の使用制限等の規定を追加する改正　 

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第14号　工事の請負契約の一部変更
4災第162号　扇田川・母沢川災害復旧工事
仮設工事用道路（敷鉄板）の変更等に伴い、請負代金80,520,000円に　 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
13,695,000円を増額して94,215,000円に変更
請負業者　株式会社 三浦建設　

発委第1号　議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正　
刑法の一部を改正する法律の施行に伴う改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

報告第1号　専決処分した事項の報告及びその承認を求める（令
　和６年度一般会計補正予算（4回目））　
衆議院解散により、10月15日公示、同27日投開票で衆議院議員の総選挙 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
日程が決定したことに伴い、特に緊急を要したことから、衆議院議員総選
挙費1567万円の追加補正を10月2日をもって専決処分した。

議案第9号　特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部
　改正　 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
人事院勧告及び青森県人事委員会勧告を踏まえ、町長等の期末手当の支
給割合を改正
 

議案審議等の動画
が視聴できます。
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は
誠
に
深
い

意
味
が
あ
る
。
然
る
に
役
人
政
治
家

と
も
な
れ
ば
、
功
名
心
に
駆
ら
れ
、

人
気
を
博
そ
う
と
す
る
か
ら
、
ど
う

し
て
も
何
か
目
新
し
い
こ
と
を
行
っ

て
み
た
い
。
整
理
と
か
償
却
と
か
節

約
と
か
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
と
ん

と
行や

り
栄ば

え
が
無
い
。
そ
こ
で
「
一

利
を
興
す
」
方
を
好
ん
で
、
「
一
害

を
除
く
」
こ
と
は
な
か
な
か
行や

ら
な

い
。
そ
の
中
に
積せ

き

弊へ
い

（
長
年
積
も
っ

た
悪※

１

弊
）
が
手
の
着
け
よ
う
も
な
い

ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が

革
命
を
誘
発
す
る
の
で
あ
る
。
〟

（
原
文
…
「
百
朝
集
」
四
四 

一※
２

利

一
害
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
カ
ー
ド取

得
者
は

保
険
証
の
登
録
者
数
は

『
交
付
枚
数
６
３
４
４
枚

国
民
健
康
保
険
は

　
　
　

１
４
３
０
人
』

問
　
工
藤
議
員

　

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
現
行
の
保

険
証
は
新
規
発
行
さ
れ
な
く
な
る
。
そ

こ
で
、
今
月
現
在
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
取
得
者
及
び
保
険
証
紐
付
け
登

録
者
数
と
深
浦
診
療
所
で
の
利
用
度
は
。

答
　
町
長

　

直
近
で
10
月
末
時
点
に
お
け
る
再
交

付
及
び
更
新
を
含
む
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
枚
数
は
、
６
３
４
４
枚
、

交
付
率
は
90
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
。
交
付

枚
数
か
ら
、
死
亡
や
有
効
期
限
切
れ
な

ど
で
失
効
し
た
カ
ー
ド
を
除
い
た
保
有

枚
数
は
、
５
７
４
３
枚
、
保
有
率
は

81
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
。
マ
イ
ナ
保
険
証

の
登
録
者
数
は
、
当
町
で
把
握
し
て
い

る
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
で
、
直
近
、
令
和
６
年
９
月
時

点
の
国
民
健
康
保
険
は
１
４
３
０
人
、

75
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
は
１
６
３
９
人
、
75
・
５
パ
ー

セ
ン
ト
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
保

険
証
に
登
録
済
み
と
な
っ
て
い
る
。 

　

深
浦
診
療
所
で
の
利
用
度
は
、
直
近
、

令
和
６
年
９
月
時
点
の
外
来
レ
セ
プ
ト

件
数
は
１
０
３
４
件
で
、
そ
の
う
ち
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
件
数
は
１
３
７
件
、

利
用
率
13
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
。

わが町のここが聞きたい

　

町
の
ト
ッ
プ
は
、
い
か
に
謙
虚
で
、

そ
し
て
、
あ
る
意
味
ず
る
賢
く
や
ら

な
い
と
難
し
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ

し
て
省
く
こ
と
を
し
な
い
ト
ッ
プ
に

は
、
い
ず
れ
そ
の
ツ
ケ
が
回
っ
て
く

る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
そ
の
こ
と
が
町
民
に
と
っ
て

決
し
て
幸
せ
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ

の
こ
と
を
言
い
た
い
。

　
　

真
っ
新
な
白
い
紙
に
構
想
計
画
を

書
く
の
で
は
な
い
。
私
は
、
次
の
町

長
に
相
当
宿
題
は
残
し
て
い
く
。

※
１
悪
弊
（
あ
く
へ
い
）
…
悪
い
習
わ
し

※
２
一
利
一
害
…
興
一
利
不
若
徐
一
害
（
一
利
を

興
す
は
一
害
を
除
く
に
し
か
ず
。
）

　

生
一
事
不
若
滅
一
事
（
一
事
を
生
や
す
は
一
事

を
へ
ら
す
に
し
か
ず
。
）

　

（
蒙
古
）
耶や

り

律つ

楚そ

材ざ
い

の
名
言

側
溝
整
備

側
溝
調
査
の
実
施
は

今
後
の
改
良
の
計
画
は

『
調
査
は
行
っ
て
い
な
い

発
生
状
況
を
見
極
め

計
画
的
に
』

問
　
工
藤
議
員

　

近
年
の
大
雨
で
、
側
溝
の
排
水
・
流

水
処
理
の
対
応
が
で
き
ず
、
床
下
浸
水

や
冠
水
が
見
受
け
ら
れ
、
騒
い
で
い
る

所
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
の
側
溝

は
、
幅
が
狭
く
、
底
が
浅
い
も
の
が
多

く
使
わ
れ
て
い
る
。
少
し
ず
つ
改
良
工

事
を
行
っ
て
い
る
が
、
町
内
全
体
の
側

溝
調
査
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。
実
施

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
調
査
結
果
、
今

後
の
計
画
は
。

答
　
町
長

　

道
路
整
備
等
に
伴
う
側
溝
規
格
の
選

定
は
、
各
種
指
針
等
に
規
定
す
る
基

準
に
沿
っ
て
、
雨
水
排
出
量
と
排
水
能

力
を
計
算
し
て
最
適
な
規
格
の
側
溝
を

採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
側
溝
整
備

時
点
で
は
十
分
な
排
水
能
力
を
有
す
る

側
溝
を
設
置
し
て
い
る
と
の
考
え
か
ら
、

改
め
て
、
町
内
全
体
の
側
溝
調
査
は
行

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
近
年
の
豪
雨

に
よ
り
発
生
し
た
、
床
下
浸
水
や
冠
水

被
害
が
特
殊
要
因
に
よ
り
突
発
的
に
発

生
し
た
の
か
、
ま
た
は
頻
繁
に
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
か
を
見
極
め
な
が

ら
、
計
画
的
に
側
溝
の
改
良
工
事
を
進

め
て
い
く
。

▲深浦海まつり開会式　当時議長の吉田満町長（左）
　西﨑哲前町長（右）（平成18年８月14日）

▲︎退任の挨拶後の吉田町長（令和６年12月20日）

スマートフォンなどで手軽に定例会がご覧になれます
　スマートフォンやタブレットのアプリ等を使い議会だよりに掲載している
QRコードを読み取ると、定例会等の録画映像が簡単に視聴できます。
　ぜひ、ご利用とチャンネル登録をお願いします。 YouTube

「深浦町議会チャンネル」

▲︎令和４年８月豪雨による床上浸水（北金ヶ沢地区）

わが町のここが聞きたい

どんな町にしたかったか
次の町長に継続してほしいのは問
なかなか計画通りいかない
　省くことをしないと
　　いずれそのツケが回ってくる
次の町長へ相当宿題は残していく

答

質問者の動画が
視聴できます。

工藤　博利 議員
く ひろ としどう

町の将来構想
つぶやきつぶやき
答弁が的確で、町民も
理解できて良かった
と思う
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問
　
今
議
員

①
風
合
瀬
地
区
で
農
地
集
約
・
大
規
模

化
の
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の

整
備
の
進
捗
状
況
と
将
来
の
構
想
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
本
町
に
は
す
で
に
農
地
バ
ン
ク
が
あ

り
、
い
つ
で
も
農
地
を
紹
介
で
き

る
体
制
に
あ
る
。
県
は
「
農
地
情
報

サ
イ
ト
を
本
年
度
中
に
運
用
開
設
す

る
た
め
市
町
村
と
調
整
を
行
っ
て
い

る
」
と
し
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
連

携
し
て
情
報
発
信
を
行
う
の
か
。

答
　
町
長

①
本
事
業
は
「
農※

業
競
争
力
強
化
農
地

整
備
事
業
」
と
し
て
、
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
６
か
年
事

業
で
、
青
森
県
が
実
施
主
体
で
進
め

て
い
る
。
事
業
の
進
捗
状
況
は
、
令

和
６
年
度
ま
で
の
事
業
費
累
計
額

13
億
５
千
７
百
万
円
、
事
業
費
ベ
ー

ス
で
56
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
区
画
整

理
ベ
ー
ス
で
は
59
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
。

ま
た
、
将
来
構
想
に
つ
い
て
は
、
計

画
段
階
で
は
水
稲
40
・
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
飼
料
用
米
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大

豆
や
ト
マ
ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
長
ね
ぎ

な
ど
畑
作
物
合
わ
せ
て
13
・
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
計
画
し
て
い
る
が
、
事
業

完
了
後
に
換
地
処
理
を
行
い
、
そ
の

う
え
で
耕
作
者
の
話
し
合
い
に
よ
っ

て
、
再
度
協
議
さ
れ
る
。

わが町のここが聞きたい

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

自
治
体
で
違
う

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

自
己
負
担
額

『
医
療
機
関
で
自
由
に

料
金
設
定
で
き
る

深
浦
診
療
所
は
２
０
０
０
円
』

問
　
今
議
員

　

10
月
１
日
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
が
始
ま
っ
た
。
自
治
体

に
よ
っ
て
違
う
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
自
己

負
担
額
と
接
種
の
現
況
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
町
長

　

令
和
６
年
度
か
ら
一
部
自
己
負
担
又

は
対
処
外
の
方
は
、
全
額
自
己
負
担

と
な
っ
た
。
予
防
接
種
は
、
保
険
外
診

療
な
の
で
、
医
療
機
関
で
自
由
に
料
金

設
定
が
で
き
る
こ
と
か
ら
違
い
が
あ
る
。

特
例
臨
時
接
種
か
ら
外
れ
た
こ
と
で
接

種
控
え
の
発
生
や
、
特
に
高※

齢
者
や
基

礎
疾
患
が
あ
る
方
の
重
症
化
を
回
避
す

る
た
め
、
国
が
設
定
し
た
助
成
額
８
３

０
０
円
に
、
町
が
５
０
０
０
円
を
上
乗

せ
し
、
合
計
１
３
３
０
０
円
を
助
成
す

る
こ
と
で
予
防
接
種
を
推
奨
し
て
い
る
。

深
浦
診
療
所
で
の
予
防
接
種
の
自
己
負

担
額
は
、
接
種
費
１
５
３
０
０
円
か
ら

助
成
額
１
３
３
０
０
円
を
控
除
し
た
２

０
０
０
円
と
な
る
。
な
お
、
深
浦
診
療

所
で
10
月
か
ら
11
月
ま
で
の
２
か
月
間

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種

者
は
６
６
６
人
。

※
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
…
65
歳
以
上

の
方
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
一
定
の
基
礎

疾
患
を
有
す
る
方
。
若
い
世
代
な
ど
定
期
接

種
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
は
、
任
意
接
種
の

た
め
、
原
則
、
全
額
負
担
。

吉
田
町
長
退
任

新
町
長
へ
の
期
待
は

『
町
の
中
心
は
町
民

町
民
目
線
を
失
わ
な
い
で
』

問
　
今
議
員

　

12
月
20
日
を
以
っ
て
、
吉
田
町
長
は

退
任
さ
れ
ま
す
が
、
就
任
当
初
か
ら
目

指
し
た
こ
と
、
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
、

新
町
長
に
期
待
し
た
い
こ
と
は
。

答
　
町
長

　
目
指
し
た
こ
と
は
、
工
藤
議
員
に
お

答
え
し
た
と
お
り
で
、
町
長
と
い
う
の

は
、
前
町
長
か
ら
の
引
き
継
ぎ
事
項
が

結
構
あ
り
、
そ
れ
が
分
か
る
の
が
、
２
、

３
年
後
に
実
感
し
て
く
る
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
と
も
、
や
は
り
町
の
中
心
は

町
民
。
新
町
長
に
は
、
町
長
に
な
っ

た
と
言
え
ど
も
、
町
民
目
線
を
失
わ
な

い
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
長

を
育
て
る
の
は
議
会
で
す
。
性
格
的
に

み
て
私
と
似
た
よ
う
な
、
短
気
な
と
こ

ろ
も
あ
る
。
若
い
力
を
投
入
し
な
が
ら
、

今
ま
で
の
社
会
経
験
、
や
り
た
い
こ
と

等
々
も
あ
る
と
思
う
が
、
な
か
な
か
、

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
あ
と
、
行

政
は
、
指
摘
の
と
お
り
民
間
だ
っ
た
ら

も
う
ち
ょ
っ
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
な

が
ら
で
き
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
た
だ

し
、
行
政
は
、
町
単
独
で
で
き
る
こ
と

は
か
な
り
限
ら
れ
て
お
り
、
上
部
団
体

の
許
可
等
を
と
っ
て
財
源
ま
で
と
な
る

と
、
相
当
綿
密
な
計
画
の
中
で
、
歯
が

ゆ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

新
し
い
町
長
が
来
て
か
ら
の
雰
囲
気

や
町
づ
く
り
な
ど
、
町
民
の
期
待
度
な

ど
考
え
る
と
、
私
が
続
け
る
よ
り
数
倍

い
い
ん
だ
と
思
う
。

▲花束を受け取り退庁した吉田前町長　▲初登庁し花束を受け取る平沢町長

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
自
ら
農
地
情

報
が
取
得
で
き
る
「
農
地
情
報
サ
イ

ト
」
は
、
３
月
頃
の
運
用
開
始
予
定
。

市
町
村
と
し
て
は
、
売
り
た
い
、
貸

し
た
い
と
い
う
農
地
の
情
報
を
サ
イ

ト
に
掲
載
す
る
の
で
、
農
業
委
員
や

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
よ
る

情
報
収
集
、
ま
た
当
該
サ
イ
ト
が
有

効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
広
報
誌
な
ど

で
積
極
的
に
周
知
し
て
い
く
。

※
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
…
国
の
事
業

で
、
農
地
集
積
の
加
速
化
や
農
業
経
営
規
模
の

拡
大
に
資
す
る
農
地
の
大
区
画
化
・
汎
用
化
等

の
基
盤
整
備
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
を

行
う
こ
と
が
目
的
。
風
合
瀬
地
区
の
ほ
場
整
備

は
、
総
区
画
整
備
面
積
は
約
76
・
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
水
田
に
お
け
る
一
区
画
平
均
面
積
50
ア
ー

ル
、
総
事
業
費
24
億
９
０
０
万
円
と
見
込
ん
で

い
る
。
事
業
費
の
負
担
割
合
は
国
55
パ
ー
セ
ン

ト
、
県
27
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
町
10
パ
ー
セ
ン

ト
、
受
益
者
７
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
。

旧
木
造
高
校
深
浦
校
舎

ど
の
よ
う
な

有
効
活
用
を
考
え
て

　
　
　
　
　

い
る
の
か

『
公
民
館
、
文
学
館
、

資
料
館
の
集
約
を
基
本
に

取
り
組
む
』

問
　
今
議
員

　

県
は
、
令
和
７
年
２
月
21
日
ま
で
の

工
期
で
、
普
通
教
室
棟
外
解
体
工
事
を

行
っ
て
い
る
。
町
に
引
き
渡
さ
れ
た
後
、

ど
の
よ
う
な
有
効
活
用
を
考
え
て
い
る

の
か
。

答
　
町
長

　

深
浦
校
舎
利
活
用
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

公
民
館
、
文
学
館
、
資
料
館
を
集
約
し
、

「
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
」
、
「
読
書

活
動
推
進
の
た
め
の
図
書
館
施
設
」
、

「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
の
た
め
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
」
、
「
子
ど
も
達
が
集
え
る

遊
び
の
場
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

基
本
に
取
組
を

進
め
て
い
る
。

わが町のここが聞きたい

風合瀬地区の
　農地整備の進捗状況は

農業の促進計画

問
事業費ベース５６.３％

区画整理ベース５９．６％
答

質問者の動画が
視聴できます。

今　勝吉 議員
こん かつよし

農業は食を支える
大切な役割

つぶやきつぶやき

定例会を傍聴しませんか
定例会は、誰でも傍聴することができます。町政に関する予算や条例の提案、
議員の質問・質疑、採決などが行われます。次回は、３月上中旬に定例会を
開く予定ですので、皆さんの傍聴をお待ちしております。
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問
　
大
髙
議
員

　

６
月
定
例
会
で
敷
地
内
禁
煙
は
守
ら

れ
て
い
る
と
答
弁
し
て
い
た
が
、
役
場

の
敷
地
よ
り
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
い
る
場

所
で
の
喫
煙
は
や
め
る
よ
う
指
導
で
き

な
い
か
。

答
　
町
長

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
庁
舎
及
び
庁

舎
敷
地
の
全
面
禁
煙
を
実
施
し
、
さ
ら

に
、
令
和
元
年
７
月
の
健
康
増
進
法
一

部
改
正
の
施
行
に
併
せ
、
敷
地
内
禁
煙

の
対
象
を
、
町
が
管
理
す
る
す
べ
て
の

公
共
施
設
に
拡
大
し
て
い
る
。
町
が
喫

煙
を
規
制
で
き
る
の
は
、
町
が
管
理
権

限
の
あ
る
施
設
や
敷
地
内
で
あ
る
。 

イ
ベ
ン
ト
の
復
活

十
二
湖
の
紅
葉
、

　

ビ
ッ
グ
イ
エ
ロ
ー
に

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
祭
り
で

一
大
イ
ベ
ン
ト
に

『
鮭
の
確
保
が
深
刻

各
々
が
一
大
イ
ベ
ン
ト
』

問
　
大
髙
議
員

　

鮭
が
不
漁
の
た
め
、
令
和
元
年
の
開

催
を
最
後
に
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
祭
は
中
止

に
な
っ
た
が
、
十
二
湖
の
紅
葉
、
大
イ

チ
ョ
ウ
の
ビ
ッ
ク
イ
エ
ロ
ー
、
そ
し
て

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
祭
と
な
ら
一
大
イ
ベ
ン

ト
に
な
る
と
思
う
の
だ
が
。

答
　
町
長

　

昨
年
も
お
答
え
し
た
が
、
観
光
産
業

に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
人

出
不
足
が
著
し
く
、
大
き
い
イ
ベ
ン
ト

を
運
営
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の
ほ
か
、

記
録
的
な
不
漁
が
続
く
鮭
の
確
保
が
非

常
に
深
刻
で
、
回
復
に
兆
し
が
見
え
な

い
中
、
関
係
者
同
様
に
私
も
大
き
な
危

機
感
を
抱
い
て
い
る
。
十
二
湖
の
紅
葉
、

ビ
ッ
ク
イ
エ
ロ
ー
は
各
々
が
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
引
き
続
き
、
当
町
の
秋
の
魅
力

を
発
信
し
、
誘
客
に
結
び
付
け
て
い
き

た
い
。

物
価
高
騰
支
援
策

自
営
業
や

一
般
町
民
に
支
援
は

『
国
の
交
付
金
で

対
策
を
検
討
し
て
い
く
』

問
　
大
髙
議
員

　

深
浦
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
っ

た
。
宿
泊
施
設
や
ク
ー
ポ
ン
券
が
利
用

で
き
る
店
舗
に
は
恩
恵
が
あ
る
が
、
自

営
業
や
一
般
町
民
に
支
援
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
町
長

　

地
域
の
実
情
等
に
応
じ
た
物
価
高
対

策
は
、
生
活
者
及
び
事
業
者
向
け
の
支

援
メ
ニ
ュ
ー
を
掲
げ
つ
つ
、
詳
細
は
国

会
で
審
議
さ
れ
た
後
、
追
っ
て
通
知
が

あ
る
。
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
配
分

等
を
考
慮
し
、
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

▲チャンチャンと深浦牛まつり（平成30年10月20日）

こ
と
で
、
心
配
事
を
早
く
に
解

決
し
、
生
き
い
き
し
た
人
生
を

送
っ
て
も
う
こ
と
が
目
的
。
携

帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
、
人
と

の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き

て
い
る
現
代
社
会
の
課
題
に
真

っ
先
に
取
り
組
ん
だ
事
業
に
、

感
銘
を
受
け
た
。
一
人
ひ
と
り

の
尊
厳
を
守
る
大
切
な
終
活
。

ち
に
、
運
動
の
時
間
の
よ
う
で
、

「
ベ
ガ
ス
ト
レ
ッ
チ
」
と
言
う

全
体
運
動
が
始
ま
っ
た
。
こ
の

運
動
は
朝
と
昼
の
２
回
、
そ
の

ほ
か
部
分
運
動
が
４
回
、
１
日

計
６
回
の
機
能
訓
練
の
時
間
を

設
け
て
い
た
。
運
動
が
終
わ
る

と
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム

毎
に
真
剣
な
様
子
で
、
ゲ
ー
ム

に
興
じ
て
い
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー

で
は
、
新
聞
や
本
を
読
ん
で
る

利
用
者
も
い
た
。
「
パ
チ
ン
コ

や
麻
雀
な
ど
は
、
認
知
機
能
の

向
上
だ
け
で
な
く
、
勝
て
ば
う

れ
し
い
、
負
け
れ
ば
悔
し
い
と
、

　
12
月
17
日
（
火
）

　

「
ち
ょ
っ
と
信
じ
ら
れ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
、
10

人
が
亡
く
な
る
と
１
人
が
無

縁
遺
骨
に
な
る
そ
ん
な
大
都
市

が
、
も
う
こ
の
国
の
中
に
あ
る
。

自
分
の
死
に
自
ら
責
任
を
持
つ

時
代
を
迎
え
て
い
る
」
と
、
話

し
た
の
が
、
こ
の
事
業
の
創
設

に
携
わ
っ
た
横
須
賀
市
民
生
局

の
北
見
万
幸
特
別
福
祉
専
門

官
。
横
須
賀
市
は
、
平
成
27
年

に
身
寄
り
が
な
く
生
活
に
ゆ
と

り
の
な
い
高
齢
者
の
死
後
の
葬

儀
、
納
骨
方
法
な
ど
を
生
前
に

策
定
す
る
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
が
始

ま
り
、
平
成
30
年
に
は
、
本
籍

や
緊
急
連
絡
先
、
か
か
り
つ
け

医
な
ど
の
情
報
が
登
録
で
き
る

「
わ
た
し
の
終
活
登
録
」
も
開

始
さ
れ
、
万
が
一
の
際
に
本
人

の
意
思
を
尊
重
す
る
支
援
を
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
取
組
は
、
全

国
の
自
治
体
か
ら
今
も
注
目
を

集
め
て
い
る
。
ひ
と
り
暮
ら
し

で
身
寄
り
が
な
く
、
生
活
に
ゆ

と
り
が
な
い
高
齢
者
等
の
葬
儀

な
ど
に
、
市
と
葬
儀
社
が
連
携

し
て
、
公
費
を
使
わ
ず
、
自
身

の
生
前
契
約
と
プ
ラ
ン
を
組
む

　
12
月
18
日
（
水
）

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ラ
ス
ベ
ガ

ス
」
は
、
関
東
エ
リ
ア
を
中
心

に
約
20
店
舗
展
開
し
て
い
る
パ

チ
ン
コ
や
麻
雀
が
楽
し
め
る
介

護
施
設
。
横
浜
市
都
筑
区
の
施

設
を
視
察
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
と

は
ま
っ
た
く
違
う
建
物
で
、
事

前
に
少
し
の
知
識
は
持
っ
て
い

た
が
、
麻
雀
台
や
ト
ラ
ン
プ
ゲ

ー
ム
台
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も

楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
が
あ
っ
て
、

か
な
り
驚
い
た
。
こ
の
日
、
社

長
の
森
さ
ん
か
ら
、
直
々
に
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
大
変

だ
っ
た
の
が
、
名
前
の
「
ラ
ス

ベ
ガ
ス
」
、
施
設

で
の
麻
雀
、
ト
ラ

ン
プ
、
パ
チ
ン
コ
、

「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
」

と
書
い
て
い
る
黒

塗
り
の
送
迎
車
な

ど
、
利
用
者
の
家

族
、
役
所
や
警
察

に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
だ
っ
た
そ

う
だ
。
説
明
を
受

け
て
る
あ
い
だ
も
、

利
用
者
が
次
々
入

っ
て
来
る
。
そ
う

こ
う
し
て
い
る
う

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
・

サ
ポ
ー
ト
（
終
活
）
事
業

　
「
カ
ジ
ノ
×
介
護
」
で

楽
し
く
通
え
る
！
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

生
き
て
い
る
う
ち
に
死
や
死
後

に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
る
だ

け
で
な
く
、
住
民
の
終
活
努
力

に
報
い
る
、
人
に
寄
り
添
え
る

行
政
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
視

察
を
し
て
、
こ
の
事
業
の
重
要

性
と
そ
の
背
景
を
深
く
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
た
。　

（
藤
田　

一
則
）

感
情
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で

脳
機
能
を
活
性
化
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
」
と
、
森
社
長
は
高

齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
ゲ
ー
ミ

ン
グ
を
取
り
入
れ
た
メ
リ
ッ
ト

を
語
っ
た
。
高
齢
化
社
会
の
現

在
、
貴
重
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

ニ
ー
ズ
が
増
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
高
齢
者
の
心
身
を
元
気

に
す
る
施
設
を
視
察
で
き
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。

（
岩
根　
　

環
）

わが町のここが聞きたい

役場敷地外での喫煙
やめるよう指導できないか

禁煙対策

問
町が規制できるのは
町の管理権限のある施設や敷地内

答

質問者の動画が
視聴できます。

大髙　恒藏 議員
おおたか ぞうつね

「歓体喜心」消失
「萎靡沈滞」顧みる
16年に感謝

つぶやきつぶやき
※１

※２

議員行政視察レポート

町の中だけでは知り得ぬ事業等を視察しました。
議員が見て来たものは！感じたことは！

※１歓
かん

体
たい

喜
き

心
しん

＝一般的な辞書や文献にない四字熟語で、大髙議員が「喜びに満ちた体と心」を独自で表現したもの。

※２萎
い

靡
び

沈
ちん

滞
たい

＝社会・経済・文化などに活力がなく、退廃して、進歩や発展が見られないこと。
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表紙写真紹介

委　員　長　今　勝吉

副 委 員 長　七戸　仁

委　　　員　大髙恒藏

　　　　　　岩谷　司

　　　　　　大川清光

　　　　　　福沢秀己

発行責任者　斉藤　登
  (議長)

　本定例会が、吉田満前町長の４期16年にわたる最後の議会定例会となりまし

た。吉田前町長は、工藤議員の一般質問に対し「16年間町政のかじ取りをやら

せていただいたと感謝を述べつつ、次期町長に相当宿題は残していく。」と答弁

を締めくくった。12月21日からは新町長による町政運営が始まったが、前町長

の残した宿題や各種懸案事項が山積している中で、町の中心は町民であることを

忘れず、町民目線での公約実現を期待している。令和７年３月には議会定例会

が招集され、新年度予算を含む提出議案の審議が行われることとなる。新町長

の所信表明を伺いつつ、町民のための町政執行に注視していきたい。　

（岩谷　司）

はら あいなか の すけ

　「ふ」がむずかしかった。冬休みに友達とホテ
ルに泊まったのが楽しかった。マグロがおいしい
深浦町が好き！将来の夢はプロ野球選手！
好きな食べ物…すし、ラーメン、焼肉、イクラ、オクラ
嫌いな食べ物…かぼちゃ

修道小学校５年生　中原　愛之助さん
（北金ヶ沢書道教室）

深浦町公民館「食育講座」
「お菓子をつくって食べよう！」
　　　　　　　　　　　　　に伺いました。

　深浦町農村環境改善センターで12月25日（水）、公民館

の「食育講座」が開催されたので、取材でお邪魔しました。

参加したレッツ！ふかうら北児童クラブの小学４年生か

ら６年生の19人が、「ふかうら達人倶楽部」の大川　雅

さん（北金ヶ沢：調理師、NPO日本食育インストラクタ

ーなど）の指導のもと、皆で協力し合い、楽しみながら

「ブッセ」と「ミニマドレーヌ」を作りました。

　また、この日は、クリスマスということもあって、代

表で６年生のミニサンタさん達が、大戸瀬支所で生きが

い活動を行っていた

方々やクラブの下級

生に手作りお菓子を

プレゼントし、みん

なで、お菓子を美味

しくいただき、笑顔

で楽しい時間を過ご

していました。

みやび


